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簿
記
は
、
企
業
規
模
の
大
小

や
業
種
、
業
態
を
問
わ
ず
に
、

日
々
の
経
営
活
動
を
記
録
・
計

算
・
整
理
し
て
、
経
営
成
績
と

財
政
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
技

能
で
す
。

　

簿
記
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
企
業
の
経
理
事
務
に
必

要
な
会
計
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

財
務
諸
表
を
読
む
力
、
基
礎
的

な
経
営
管
理
や
分
析
力
が
身
に

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
基
本
で
あ
る
コ
ス
ト
感
覚
も

身
に
つ
き
ま
す
の
で
、
コ
ス
ト

を
意
識
し
た
仕
事
が
で
き
る
と

と
も
に
、
取
引
先
の
経
営
状
況

　「第15回ファッションタウン桐生写真コ

ンテスト」の審査会がこのほど開かれ、入

〔
簿
記
検
定
〕

〔
販
売
士
検
定
〕

を
把
握
で
き
る
た
め
に
、
経
理

担
当
者
だ
け
で
は
な
く
、
全
て

の
社
会
人
に
役
立
ち
ま
す
。
さ

ら
に
、
公
認
会
計
士
や
税
理
士

等
の
国
家
資
格
を
目
指
す
方
や

他
の
資
格
・
検
定
と
組
み
合
わ

せ
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
考
え

て
い
る
方
々
に
も
必
須
の
資
格

と
い
え
ま
す
。

◎
各
級
の
レ
ベ
ル

一
級
…
税
理
士
、
公
認
会
計
士

な
ど
の
国
家
試
験
の
登
竜
門
。

大
学
程
度
の
商
業
簿
記
、
工
業

簿
記
、
原
価
計
算
並
び
に
会
計

学
を
修
得
し
、
財
務
諸
表
規
則

や
企
業
会
計
に
関
す
る
法
規
を

理
解
し
、
経
営
管
理
や
経
営
分

析
が
で
き
る
。

二
級
…
高
校
程
度
の
商
業
簿
記

お
よ
び
工
業
簿
記
（
初
歩
的
な

原
価
計
算
を
含
む
）
を
修
得
し

て
い
る
レ
ベ
ル
。
財
務
諸
表
を

読
む
力
が
つ
き
、
企
業
の
経
営

状
況
を
把
握
で
き
る
。
相
手
の

経
営
状
況
も
わ
か
る
の
で
、
株

式
会
社
の
経
営
管
理
に
役
立
つ
。

三
級
…
財
務
担
当
者
に
必
須
の

基
本
知
識
が
身
に
つ
き
、
商
店
、

中
小
企
業
の
経
理
事
務
に
役
立

つ
。
経
理
関
連
書
類
の
読
み
取

り
が
で
き
、
取
引
先
企
業
の
経

営
状
況
を
数
字
か
ら
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

販
売
士
検
定
の
合
格
者
に
は
、

「
販
売
士
」
と
い
う
称
号
を
付

与
し
て
い
ま
す
。

　

流
通
業
界
で
最
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
は
、
多
様
化
・
高

度
化
し
た
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
、
豊
富
な
商
品
知
識

や
顧
客
に
配
慮
し
た
接
客
技
術

を
武
器
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
商
品
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
商
品
の
開
発
や
仕
入
、
販

売
、
物
流
な
ど
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

「
販
売
の
プ
ロ
」
な
の
で
す
。 

販
売
士
は
ま
さ
に
「
販
売
の
プ

ロ
」
と
い
え
ま
す
。
激
動
す
る

流
通
業
界
で
勝
ち
抜
く
た
め
の

必
須
の
資
格
・
検
定
で
あ
り
、

「
流
通
業
界
で
唯
一
の
公
的
資

格
」
と
し
て
社
会
的
に
も
高
い

信
頼
と
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

二
級
は
売
場
の
管
理
者
ク
ラ

ス
の
レ
ベ
ル
で
、
店
舗
管
理
に

不
可
欠
な
従
業
員
の
育
成
や
指

導
、
仕
入
や
在
庫
の
管
理
と
い

っ
た
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

三
級
は
売
場
の
販
売
員
の
レ
ベ

ル
で
、
販
売
員
と
し
て
最
も
重

要
な
接
客
マ
ナ
ー
や
販
売
技
術

と
い
っ
た
接
客
業
務
に
関
す
る

知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

販
売
士
制
度
は
、
試
験
を
施

行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
五
年

ご
と
に
資
格
を
更
新
す
る
制
度

を
設
け
、
講
習
会
等
の
受
講
に

よ
っ
て
知
識
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

た
め
に
是
非
と
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
各
級
の
レ
ベ
ル

二
級
…
小
売
業
に
つ
い
て
、
主

と
し
て
販
売
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
、
あ
る
程

度
の
管
理
業
務
を
遂
行
し
、
か

つ
部
下
を
指
導
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
売
場
主
任
、
部
課
長
な

ど
中
堅
幹
部
ク
ラ
ス
が
対
象
。

三
級
…
小
売
店
舗
運
営
の
基
本

的
な
仕
組
み
を
理
解
し
、
販
売

員
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
て
い
る
。
売

場
の
担
当
者
な
ど
が
対
象
。

　

足
利
商
工
会
議
所
で
は
、
易

学
の
中
枢
と
さ
れ
た
史
跡
足
利

学
校
に
ち
な
み
、
手
軽
に
占
筮

（
セ
ン
ゼ
イ
…
筮
竹
を
使
っ
た

占
い
）
に
触
れ
ら
れ
る
遺
風
継

承
「
簡
便
占
断
卡
片
（
カ
ン
ベ

ン
セ
ン
タ
ロ
ソ
ウ
ヘ
ン
）
」
を

作
製
し
た
。

　

「
易
経
」
は
「
五
経
」
の
首

位
に
あ
り
「
四
書
」
の
一
つ
。

戦
乱
の
世
は
軍
配
を
、
江
戸
時

代
は
将
軍
家
の
運
勢
を
占
っ
た
。

当
所
で
は
、
月
に
一
度
職
員
を

対
象
に
論
語
講
座
を
元
足
利
学

校
研
究
員
の
須
永
美
知
夫
氏
に

依
頼
し
て
お
り
、
毎
週
一
回
論

語
の
素
読
を
実
施
し
て
い
る
が
、

今
回
の
カ
ー
ド
は
同
氏
の
全
面

的
な
協
力
を
得
て
完
成
に
こ
ぎ

つ
け
た
も
の
。
作
製
に
あ
た
っ

て
は
、
遊
び
感
覚
で
占
筮
に
触

れ
ら
れ
る
よ
う
カ
ー
ド
形

式
と
し
、
異
な
る
六
十
四

枚
の
カ
ー
ド
か
ら
一
枚
を

引
く
も
の
で
、
江
戸
時
代

の
易
学
本
を
参
考
に
し
た

た
め
辛
口
の
内
容
が
多
い
。

五
百
セ
ッ
ト
限
定
で
、
一

セ
ッ
ト
五
百
円
。

　

友
愛
会
館
一
階
売
店
コ

ー
ナ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い

る
。
問
合
せ
は
、
経
営
支

援
二
課
（

〇
二
八
四

―
二
一
―
一
三
五
四
）

ま
で
。

　

太
田
―
国
際
銀
も
の
づ
く
り

支
援
懇
談
会
で
は
、
二
月
十
七

日
（
水
）
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
、
太
田
商
工
会
議
所
二
階

小
会
議
室
に
お
い
て
、
㈱
日
本

政
策
金
融
公
庫
国
際
協
力
銀
行

に
よ
る
「
移
動
相
談
会
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
相
談
会

は
、
海
外
に
進
出
し
て
い
る
企

業
や
こ
れ
か
ら
進
出
し
た
い
企

業
に
対
し
、
海
外
取
引
全
般
に

関
す
る
相
談
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
業
務
で
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
と
、
世
界
各
地
二
十
六
ヶ

所
の
駐
在
員
事
務
所
か
ら
の
情

報
を
駆
使
し
て
、
皆
様
の
海
外

取
引
を
実
り
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
、
キ
メ
細
や
か
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

太
田
市
外
の
事
業
者
の
方
で

も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
海
外
投
資
を
お
考
え
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
に
は
、

事
前
の
申
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
事
業
所
名
、
相
談

者
名
、
相
談
希
望
時
間
、
相

談
内
容
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
ご
記
入
の
上
、
太
田
商

工
会
議
所
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
七

六
―
四
五
―
一
〇
八
八
）
ま

で
申
込
み
下
さ
い
。

　

問
合
せ
は
同
所
（

〇
二

七
六
―
四
五
―
二
一
二
一
）

ま
で
。

賞作品28点が決定した。

　この写真コンテストは、ファッションタウン推進運動の一環として、公募していたもの。桐生の催

事や地域資源、観光資源などを掘り起こしてカメラに捉え、ビジュアルな形で情報発信していくため

に毎年開催している。

　

麺
の
ま
ち
「
う
ど
ん
の
里
館
林
」
振
興
会
が
開
発
し
た
統
一

メ
ニ
ュ
ー
の
「
分
福
茶
釜
の
釜
玉
う
ど
ん
」
が
、
手
軽
な
チ
ル

ド
カ
ッ
プ
麺
と
し
て
商
品
化
さ
れ
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン

の
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
連
携
で
実
現
。
一
月

十
二
日
館
林
市
内
十
七
店
舗
で
販
売
さ
れ
た
。
価
格
は
三
五
〇

円
。
（
税
込
み
）

　

こ
の
「
分
福
茶
釜
の
釜
玉
う
ど
ん
」
は
、
ま
ち
お
こ
し
の
た

め
に
、
麺
の
ま
ち
「
う
ど
ん
の
里
館
林
」
振
興
会
が
市
や
商
工

会
議
所
、
地
元
の
正
田
醤
油
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
昨
年
七

月
に
開
発
。
現
在
は

加
盟
十
三
店
舗
で
味

わ
え
る
。
流
通
小
売

業
と
の
連
携
で
商
品

化
す
る
の
は
初
め
て

の
試
み
。
今
後
「
分

福
茶
釜
の
釜
玉
う
ど

ん
」
が
名
物
と
し
て

地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
と
関

係
者
は
期
待
を
し
て

い
る
。

　桐生の伝統産業や自然、街並み景観、イベントな

どのほか、11月の桐生ファッションウィークの参加

行事などを撮影した110点の作品が寄せられた。

　最高賞の「推薦」には、クラシックカーフェステ

ィバル桐生のパレードを撮影した作品、伝建群が並

ぶ本町通りを爽快に走るクラシックカーと着物姿の

人々が手を振る一枚で、まるで時代がタイムスリッ

プしたかのようであると評価された、茂木武さん

（桐生市境野町）の「クラシックカーが行く」が選

ばれた。

チ
ル
ド
カ
ッ
プ
で
商
品
化

「
分
福
茶
釜
の
釜
玉
う
ど
ん
」

館
林
市
内
17
店
舗
の

　
　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
発
売

「
当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
」

　
　
　

易
学
占
い
カ
ー
ド
新
発
売
！　

　
　
　
　
　
　

遺
風
継
承
「
簡
便
占
断
卡
片
」

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫

　

国
際
協
力
銀
行
移
動
相
談
会
の
ご
案
内

第15回ファッションタウン
桐生写真コンテスト～
最高賞の「推薦」に
『クラシックカーが行く』

館林

太田

桐生

足利

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験

 
あ
ら
た
な
才
能

あ
ら
た
な
才
能
、資
格
で
引
き
出
す

資
格
で
引
き
出
す
!!!!

商
工
会
議
所
の
検
定
試
験

 
あ
ら
た
な
才
能
、資
格
で
引
き
出
す
!!

（事 業 所 名）

アクリーグ㈱

栃木県菓子工業組合佐野支部

森会計事務所

㈱石川セイミツジグ

㈱ＰＳサポート

福祉タクシーみなみ

うちだ家

ジェイアールバス関東㈱佐野支店

（代表者名）

　磯 山　左 門

　藤 波　一 博

　森　　 正 人

　石 川　常 治

　檜 山　優 子

　横 山　一 夫

　内 田　濟 子

　鈴 木　利 隆

（所　在　地）

　小山市大字外城

　佐野市村上町

　足利市有楽町

　佐野市下彦間町

　佐野市大橋町

　佐野市伊保内町

　佐野市石塚町

　佐野市越名町

入会ありがとうございます
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